
14.2 21.8 10.4 13.3 16.1 10.9 8.5 3.3
1.4
2.5
1.214.7 22.7 10.4 16.0 13.5 10.4 8.6

20.0 20.0 11.1 11.1 16.3 7.4 10.4 2.2
1.5

18.4 20.6 10.6 11.3 18.4 4.3 11.3 2.1
2.8

9.3 16.0 9.3 16.0 29.3 10.7 1.3
6.7

12.8 12.8 12.8 12.8 30.8 7.7 5.1
2.6

7.1 17.9 10.7 25.0 17.9 7.1 3.67.1

18.9 5.3 26.0 18.9 13.0 17.8 0.0

8.3 7.5 22.5 30.8 20.8 10.0 0.0

9.1 22.7 23.6 15.5 11.8 1.815.5

11.8 22.8 22.1 16.2 10.3 0.016.9

14.3 19.0 0.014.3 28.6 9.514.3

16.7 19.4 25.0 22.2 13.9 2.8
0.0

8.6 15.7 22.9 27.1 5.718.6 1.4
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「
地
方
版
総
合
戦
略
」
策
定
に
向
け
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
16
歳
以
上
の
市
民
千

人
（
無
作
為
に
抽
出
）
を
対
象
に
実
施
し
、

回
答
率
28
・
７
％
と
な
る
２
８
７
人
の
市

民
に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
人
口
減
少

を
克
服
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

方
向
性
」
と
「
人
口
の
社
会
減
の
抑
制
に

向
け
た
施
策
」、「
人
口
の
自
然
減
の
抑
制

に
向
け
た
施
策
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
設

人
口
減
少
・
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トけ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思

う
項
目
を
３
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
幅

広
い
意
見
を
参
考
に
、
人
口
動
向
や
産
業

実
態
な
ど
を
踏
ま
え
た
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

連
載　

地
域
創
生
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市
で
は
、「
地
方
版
総
合
戦
略
（
平
成
27
〜

31
年
）」
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
27
年
５
月
８
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で

の
期
間
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
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総
合
戦
略
策
定
に
向
け
て

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

【アンケート結果について】
　②「地域産業の振興や起業、新産業誘致による雇用を確保
する取り組み」に回答者の 168 人（58.5％）が回答し、次
いで⑤「結婚や出産・子育てが安心して希望がかなえられる
取り組み」に 145 人（50.5％）が取り組むべきと回答して
います。
　年代別では、雇用の確保（選択項目①、②）は全ての年代
が取り組むべきと考えていることが分かりました。また、結
婚・子育てに関しては、20歳代、30歳代の回答割合が高い
ことが分かりました。

①「１次産業の振興と担い手確保、６次産業化による雇用を創出する取り組み」
②「地域産業の振興や起業、新産業誘致による雇用を確保する取り組み」
③「移住や定住、ＵＩＪターンなどによる社会減を抑制する取り組み」
④「賑わいと魅力のある商店街をつくるための取り組み」
⑤「結婚や出産・子育てが安心して希望がかなえられる取り組み」
⑥「健康でいきがいを持って暮らせる健康づくりや社会教育の取り組み」
⑦「地域資源（食や自然など）を活用した観光振興の取り組み」
⑧「歴史・文化やスポーツ、学びの環境を充実させる取り組み」
⑨「その他」

「人口減少を克服し、住みよいまちづくりへの方向性」

選

択

項

目

「人口の社会減の抑制に向けた施策」

「人口の自然減の抑制に向けた施策」

200

150

100

50

0
① 　 ②  　③ 　 ④ 　 ⑤ 　 ⑥  　⑦ 　 ⑧  　⑨

●全体・男女別（人） 男性

女性

全体

61

61

73

89

34

52

38

72

60

83

24
36
32
43
4 11 1213

127

168

90
114

145

63
76

16
26

●年代別の思考（％）
項　目
10歳代

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳～

①  ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

【アンケート結果について】
　⑥「若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」に
回答者の 157 人（54.7％）が回答し、次いで②「起業、新
産業誘致への支援などチャレンジしやすい環境の整備、連携」
に 144 人（50.2％）が取り組むべきと回答しています。
　年代別では、40歳代以上の年代で起業などがしやすい環
境の整備を求めている傾向にあります。一方で、若い年代は
今すぐ活躍できる環境や将来も活躍できる環境を求めている
ということが分かりました。

選

択

項

目

●年代別の思考（％）
項　目
10歳代

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳～

①  

13.8 23.2 11.0 10.5 13.8 18.2 7.7 1.7

②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

11.5 18.9 9.8 10.7 12.3 26.2 9.8 0.8

13.6 22.7 0.09.1 9.1 18.2 9.118.2

①「移住・定住の情報発信や、移住体験施設の整備と地域（人）環境」

②「起業、新産業誘致への支援などチャレンジしやすい環境の整備、連携」

③「ＵＩＪターン支援の充実と情報発信の強化」

④「産業の付加価値向上など地域産業の競争力強化」

⑤「新規就農、就業者への総合的支援」

⑥「若者、高齢者、障がい者が活躍できる雇用の創出」

⑦「子どもの教育環境（学校数、学級数、ＩＣＴ利活用等）の充実」

⑧「その他」

6.9 6.9 10.3 10.3 31.0 24.1 3.46.9

12.3 12.3 7.7 6.2 16.9 18.5 1.524.6

19.0 8.6 15.5 14.7 19.8 6.0 1.714.7

23.0 7.4 10.8 14.9 25.7 6.8 2.09.5

【アンケート結果について】
　④「子育て、教育における経済的な負担の軽減」に回答者
の 165 人（57.5％）が回答し、次いで③「育児休業の取得
や再就職支援など、妊娠・出産後の働き続きられる環境整備」
に 157 人（54.7％）が取り組むべきと回答しています。
　いずれの年代も子育て世代への負担の軽減・充実を求めて
いる傾向にあります。また、健康や介護予防などの充実に
よる自然減対策を求めている割合は、アンケート回答者の
27.9％となっています。

選

択

項

目

200

150

100

50

0
　 ①   　 ②   　 ③   　 ④ 　   ⑤  　  ⑥   　 ⑦ 　  

●全体・男女別（人） 男性
女性
全体

46

51

28
40

56

100

73

87

38

69

31

46

2 1

103

71

157 165

80
108
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●年代別の思考（％）
項　目
10歳代

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳～

①  ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①「結婚につながる出会いの場・機会の創出」

②「妊娠・出産・子育てに関する相談体制の充実」

③「育児休業の取得や再就職支援など、妊娠・出産後の働き続けられる環境整備」

④「子育て、教育における経済的な負担の軽減」

⑤「放課後児童クラブなど安心して仕事ができる環境の充実と保育環境の充実」

⑥「健康の維持や介護予防など、健康づくりによるいきがいづくり」

⑦「その他」
※全体数は性別無記入者回答を含みます。

※各項目で端数処理しているため、合計が合わない場合もあります。

200

150

100

50

0
    ①　   ② 　  ③ 　  ④　   ⑤  　 ⑥  　 ⑦　  ⑧　  

●全体・男女別（人） 男性
女性
全体

35

48

64

74

22
38

40
36

40

56

59

93

23

47

85

144

63
76

157

98
72

※全体数は性別無記入者回答を含みます。

※各項目で端数処理しているため、合計が合わない場合もあります。

15
6 8

※全体数は性別無記入者回答を含みます。

※各項目で端数処理しているため、合計が合わない場合もあります。

［人口の社会減とは］
転出者数が転入者数を上回り減少することです。

［人口の自然減とは］
死亡者数が出生者数を上回り減少することです。

選択項目

選択項目

選択項目

【質問】「人口減少を克服し、将来にわたって住みよい留萌を維持していくために、取り組むべきことは何だと思いますか」【質問】「人口の自然減の抑制に向けた取り組みを行うとき、どういったところに力を入れるべきだと思いますか」

【質問】「人口の社会減の抑制に向けた取り組みを行うとき、どういったところに力を入れるべきだと思いますか」


